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上田仮説サークルニュース ９月例会 ２０２２．９号

編集責任 遠藤 裕 発行2022.10.16

〒383-0041 中野市岩船426-3 ｻﾝｶﾞｰﾃﾞﾝ中野B-G ℡0269-23-2847 携帯090-1406-9115

メール endo-h@cronos.ocn.ne.jp 勤務先 長野工業高校 ℡026-227-8555

９月２４日（土) 上田市中央公民館 第一会議室

午後3:00～6:00

＜参加者＞ 柳沢克央さん，長谷川智子さん，田中浩寿さん，高見沢一男さん，

小林俊文さん，北村秀夫さん，北村知子さん，池田みち子さん，遠藤裕

はじめに ９月例会の参加者は９名。

９月例会は，上田市の中央公民館で開催しました。柳沢さん，長谷川さんはZoomで参加

されました。Zoomは小林眞理子さんの｢どこでもドアプロジェクト｣を利用させていただい

ています。今回は，例会前に作業をしていて，Zoom の開始の設定が遅くなってしまい，

柳沢さん，長谷川さんには大変にご迷惑をおかけし申し訳ありませんでした。

例会での発表 田中浩寿さんは，小学校のクラブでおこなった「もし原シミュレーショ

ン版＆ぶんしっしゲーム」，「デジとしょ信州」に登録した話題。長谷川智子からは，口

頭でしたが岩波科学映画の普及のお話を伺いました。高見沢さんは前回に引き続き藤岡換

太郎著『フォッサマグナ』の後半部分の要約。プルーム，オラーコジン説，海溝三重点が

フォッサマグナの形成と世界唯一の地形として存在させているキーワードのようです。

「北村知子さんは，特別支援学級でおこなった「幼児も回せる紙皿回し」の追試。「子ど

もたちはやっていくうちにすぐにコツを覚えて回せるようになり，とても喜んでいました。

上手に回せるようになると，職員室や保健室に見せに行ったり，お皿に絵を描いたりして

楽しんでいました。」とのこと。北村秀夫さんは，エッセイ「浅間の畔 千曲の麓」で，

「秋の日はつるべ落とし」という話題から，日没の時刻についてグラフに書いて説明。こ

れからさらに研究が発展しそうです。また，西村寿雄さんが作られた「〈石ころ学入門〉

－原子の目で見る石ころ学－」の改訂ついての紹介。以前，秀夫さんが体験講座をしてく

れましたが，そのときの秀夫さんの問題点を主に改訂をしたとのことです。もう一度じっ

くり体験講座を受けてみたいです。

今回は，会場が変更になることもあり，いつもより早い時間に終了しました。

参加者数９名

資料総ページ ぺ
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渡辺規夫さん出版の本の紹介

『板倉聖宣さん･上廻昭さんに聞く

仮説実験授業の誕生 仮説実験授業成立史資料集１』 上田仮説出版

『渡辺規夫講演 科学史研究と仮説実験授業』 上田仮説出版

板倉さんは何のために科学史を研究したのか

『日本科学史学会シンポジウム 科学史研究と教育』 上田仮説出版

『寛容の思想の成立と発展 第10集 牧衷』 上田仮説出版

『日本科学史学会シンポジウム 板倉聖宣の科学史研究と仮説実験授業』

上田仮説出版

柳沢克央さん出版の本の紹介

『竹内三郎 仮説実験授業の将来展望』 信州･ふたつやなぎ書房

－「長谷川帽」と「偏見を抑圧しない組織」－

＜本の出版＞

１．発表資料

① サークルニュース ８月例会 遠藤 裕 （１３ペ）

読書会 午後1:45～2:45 主催：渡辺規夫さん

板倉聖宣著『科学と社会』（仮説社） §9 原子核と原子力問題 167ページ～○○まで

１．発表資料

① サークルニュース ７月例会 遠藤 裕 （８ペ）

② ウサギとカメ 生徒からの質問 長谷川智子さん（２ぺ）

＜力は時間と一緒にはたらく＞の授業での生徒の質問。

③ 「みんなの科学映画教室企画チラシ」の紹介 長谷川智子さん（１ぺ）

仮説社山猫ラウンジで開催されている「みんなの科学映画教室」の紹介。

④ 最近の話題 兼子美奈子さん

いろいろな人がいて人生の面白さを実感しているお話。

⑤ 上田仮説サークル資料 田中浩寿さん （６ぺ）

夏休みの講座助手と参加講座の感想，板倉先生に関わる本・資料の紹介。

⑥ ナウマンとフォッサマグナ 高見沢一男さん（６ぺ）

エドムント・ナウマンについて調べた資料の紹介。

⑦ 実験の紹介 渡辺規夫さん，高見沢一男さん

渡辺さんの「ホークスビーのポンプ」と高見沢さんの「マンデブルク球」。

⑧ 親子孫講座30倍の世界の紙芝居の図について 渡辺規夫さん （３ぺ）

紙芝居「火の粉の観察」の中の図の修正。

⑨ 近況報告 渡辺規夫さん （４ぺ）

渡辺さんの近況報告，今後の予定。
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⑩ 資料：浮沈子キャッチャー 北村知子さん （２ぺ）

「浮沈子キャッチャー」の作り方の資料の紹介。

⑪ 浅間の畔 ほとり 千曲の麓 ふもと 北村秀夫さん （４ぺ）

北村秀夫さんのエッセイ。

２．ものづくり

＜浮沈子キャッチャー＞ 講師 北村秀夫さん，北村知子さん

② 上田仮説サークル資料 田中浩寿さん （１ぺ）

クラブでもし原シュミレーション版＆ぶんしっしゲームをしました。「デジとしょ信州」登録しま

した。

滋野小のクラブは，年間で5 回くらいしかありません。「将棋・昔の遊びクラブ」を担

当しています。メンバーはたったの５人（４年男子３名女子１名，５年男子１名）です。

１学期の第１回第２回はボードゲーム将棋で遊びました。９月５日（月）６校時の第３

回クラブでは，「親子孫講座」「大道仮説実験」でやっている，「ぶんしっしゲーム」を

ぜひやりたいと思いました。

まず，≪もし原シュミレーション版≫を見せて，原子分子をイメージさせてみました。

画面を飛んでいる原子分子の種類に，たまに違ったものがあることに，子どもたちは結構

パッと気づくものです。さすがゲーム世代，速い映像に適応しています。そして見た後で，

初めて「ぶんしっしゲーム」をしました。元気な子たちで，歓声がわいわいと飛び交って

いました。クラブカードに書かれた短い感想ですが，紹介します。点数の数え方が，単な

る枚数でないところも面白いところですね。

４－１ Ａくん

一いにおしくも２てんさだった（６９）。

４－２ Ｂくん

いろんなカードがあっておもしろかった。

４－２ Ｃさん

かあとくんと同点だった（３３点）。

４－２ Ｄくん

３位でうれしかった。

５－１ Ｅくん（クラブ長）

手数が少ないのに勝った。

今まで（今後も）講座の始まる前にやってきた「ぶんしっしゲーム」ですが，自分の学

校のクラブでもやってみて，改めてこのゲームは，初めての人でも興味をもって取り組め

ますね。また，≪もし原（シュミレーション版≫で原子分子が空中を飛ぶイメージをもつ

とさらによさそうです。

さて，エコール（上小図書館ネット）で借りた子ども向け科学読み物を先月紹介しまし
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たが，ほかに子ども向けの科学読み物シリーズでいい本があればぜひ教えてください。

というのは９月から，科学好きの（ギフテッドっぽい）小４男子が，あおば２組でも学

習することになりました。その子はすぐ問題を解いてしまい，余った時間はタブレットで

スクラッチ（プログラミング）をやったり科学の本を読んだりしています。私の古いノー

トパソコン（XP）を持っていき，解体するようお願いしたら，何人かですぐに細かく分解

してしまいました。科学おもちゃづくりも好きで得意な様子，ものづくりでもこの子向き

のものがあれば教えてほしいです。

ところで，「デジとしょ信州」というデジタル図書館が，長野県立図書館と各市町村図

書館の連携により，協働電子図書館として８月５日からスタートしました。まず県内の図

書館（カードを作成してある所）で登録して，利用者ID と初期パスワードをもらい，ネ

ットで登録します（パスワードは登録後変更）。１人２点（２冊）まで１週間で自動的に

返却されます。「板倉聖宣」「牧衷」「仮説」で検索してもヒットせず，「科学」だと青

空文庫や入門的な本が百冊ほどヒットしました。専門書はあまりなさそうです。

③ 「フォッサマグナ」藤岡換太郎 ブルーバックスの後半部分要約 高見沢一男さん

（６ぺ）

フォッサマグナはなぜできたかの著者の試論の要約。

この本の前半部分には，現在わかっている地質など，フォッサマグナの成因について考

える材料が書いてありました。後半部分には，フォッサマグナはなぜできたのかについて

の著者の試論（自分なりの考え）が書かれています。

＜試論１＞ 日本海はプルームがつくった

１ 日本海の岩石の年代測定ができない

２ プルームとは

３ プルームの力

＜試論２＞ オラコージン説

１ オラコージンとは

２ 海洋と山脈とオラコージン

＜試論３＞ フォッサマグナはこうしてできた

１ オラコージンの出現

２ 日本列島の折れ曲がり

３ 現在の位置まで動くのに２００万年

４ 南部の伊豆・小笠原弧の衝突

＜試論４＞ フォッサマグナはなぜ世界で一つだけか

１ なぜ現在まで残っているのか

２ 海溝三重点とは
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３ 海溝三重点のもつ意味

４ まとめ

［試論４のまとめ］の部分の紹介

日本海の拡大は２００万年ほどでマグマがなくなって終わりましたが，今度は日本海そ

のものが太平洋プレートとともに日本列島の下へと沈み込みを開始しました。しかし，日

本列島の反対側には海溝三重点という強大なアンカー（錨）が存在しているため，日本列

島そのものが形を変えていくようなことはありませんでした。そのかわり，とくに東北日

本には強い東西方向の圧縮が起こり，その結果，フォッサマグナでは赤石山脈が隆起し，

さらに北アルプスや中央アルプスのような高い山脈ができていったのです。海溝三重点の

位置が変わらないかぎり，こうした東西圧縮はこれからも続くでしょう。

オラーコジンと海溝三重点を結ぶリフトの存在こそが，フォッサマグナなのです

④ 幼児も回せる紙皿回しの追試 北村知子さん（４ぺ）

低学年から高学年の生徒までいる小学校での「紙皿回し」の実践の報告。

<1ページ> <2ページ>
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<4ページ>

［例会での写真］

田中さん 高見沢さん

<3ページ>

⑤ 浅間の畔 ほとり 千曲の麓 ふもと 北村秀夫さん （３ぺ）

北村秀夫さんの研究の発端になるかもしれないエッセイによる報告。

もうすぐ秋分の日(9/23)，「日が短くなったなあ」と･･･。というわけで「秋の日はつ

るべ落とし」。そのしくみを考えてみた報告。

日没時刻，「日没時刻の１週間の変化量」，<日本と世界の日の出と日の入りの時刻>と

いうサイトをもとにグラフを作成。

日の出，日の入りの時刻のついて，研究が始まりそうな北村秀夫さんの報告です。
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<1ページ> <2ページ>

<3ページ>

⑥ ＜石ころ学入門＞ ー原子の目で見る石ころ学ー 北村秀夫さん（２ぺ）

以前，サークルで体験講座をした「〈石ころ学入門〉(作：西村寿雄さん)」の改訂の紹

介。
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あとがき １０月に入り，寒い日がけっこう続いています（一気に秋？）。

１０月８日（土），９日（日）は，勤務校の文化祭（学校開放）でした。一般公開するの

は４年ぶりとのことでしたが，来校者もたくさんあり，盛り上がった文化祭となりました。

定時制では，教室に基礎工学科と建築科の専門教科の作品を展示。生徒は壁にＬＥＤのイル

ミネーション，黒板にチョークで絵を描いて飾り付けをしていました。一教室の展示でした

が，来客者もあり充実した発表になったようです。これでコロナをあまり意識せず生活が送

れるといいのですが。 (ｴﾝﾄﾞｳ)

〈石ころ学入門〉一原子の目で見る石ころ学一

改定について 西村寿雄

1．「原子の目で見た石ころ学」

石は興味を持つと子どもたちも好きなんだけれど，岩石の学習は中高校ではなかなか広まらない。

分類が主になりあまり楽しくなし子らしい。子どもたちも石にロマンを持つように，もう少し根源

的に石ころを考えられないか，イメージ検証授業ぐらいにできないか，等と考えていた。

この構想を具体化し出したのは2010年ぐらいだった。『もしも原子ができたなら』は科学の基本

だ。ここには《すべてのものは原子で出来ている》とある。ならば当然石ころもそうだ。石ころの

分類の基本に原子の話を取り入れてはどうだろう。こうした思いから生まれたのが《原子の目で見

る石ころ学》だった。2012年の「大阪 楽しい授業フェスティバル」で初めて講座を開き多くの参

加者からは好評を得た。以後，次々と小さな改定をくり返し，2010年，2015年，2017年大会でも発

表した。その後，中学，高校での授業実施の報告もあった。アレンジして小学校でも石に親しんで

もらったこともあった。しかし，なんとしても多くの石の標本を集めるのがネックだった。そこで，

学校にある「石の標本箱」を使うこと等も提唱した。

しばらくは，そのままにしていたが，一昨年信州の北村秀夫さんが，高校で授業にかけてくださ

った。「石が神秘的な存荏になりました。」とか「地球と言う星にたくさんの石があるとは」とか

感想をいただいた。こちらの願いをくみ取っていただいた。生徒さんたちの感想も好評だった。も

ちろん信州なので，石の標本はほぼそろっての実践だった。また，北村さんは，サークルでもこの

授業プランを紹介してくださった。参加のみなさんからも好評を得ましたので，そこでの疑問点を

もとに今回少し改訂してみました。

どうでしょうか。

北村さんの疑問点の主なものは

「旧版10pにある〈花崗岩は地球にだけある石〉の文がわかりずらい。」

「地球にはかんらん石が多いが，かんらん石の話がない」だった。

その点を主に今回改定した。 2022，07，30西村寿雄

★ 今後の予定 ★
，１１月１２日（土），１２月１７日（土），１月２８日（土）


